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と展開するときの係数 a,tが通常n-8-24春慶計算 されている指 ただ
しぴは th(I/kT).expト 2J/kT),或 は exp(-278IVkT)であるO
これか ら(1)を解析するのに ratiomethods)と Pade,approximant
の方法4)15)があるLl
前者 は pn≡ an/an_1がしばしば急速に 1/n の-次式に近ずくこと
を利用 してA(W)の収敵半径 wcとその近傍の振舞を推測するものであるO
後者は太質的には巾級数の解析接続をする方法で.A(W)の 〔L.M)-Pad占
approximant'とはM次 ItL次多項式 PM(W)IQL(W)を PM(W)/QL(W)
の巾級数展開がA(W)とWL+朋の項まで一致するようにきめたものを云 うo











質を推測するものセあるB上記二法ゐ与える 1Cは 10-4 の巷鑑の精乾で
一致 し.このような接近の仕方に支持を与えているn こうして得 られた結果
の二 ,三を下記に示す0 2)
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中性 子 散 乱 に よ る ス ピ ン波 の 研 究
平 川 金四郎 (九大工 )
中性子散乱によるスピン波の実験的研究結果を Fe504と Niについての
ペるO 転移点に近づ くと次のようなことがおこるo
i) 分散式 克W - Dq2のDは Tcに近づくと急に戒少する (Fe504t Ni)D
急に渡少を始める温寝はマグノンのエネルギーに依存 し,高いエネルギ
ーのマグノンは早 くDがおち始めるn.(Fe_504に於 てのみ確められ てい
る)o
z'ロ マダノンの寿命時間 TはTcに近づ くと急激に短か くなる fFe504,
Ni)o Tcにごく近い所でFe504の時 T～ 10-12 see(500Kのマグ
ノン),Niでは T～ 10-9--10 see(2Gx のマグノン)
ii) Fe504, Ni･ いづれの場合 も大体 T/Tc仁王0.8をす.ざると遷移領
域に入 り.Dの液少 と共に臨界散乱が増 し始め .また ふつうのスピン
波の散乱断面積の計算 と合わな くなるo
iv) Fe504ではDは Tcでも零にな らないゎ
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